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日立ストレージシステム、IBM の次世代メインフレーム環境での 

互換性および相互接続性において、IBM との共同検証完了 
 

株式会社日立製作所(執行役社長：古川 一夫/以下、日立)は、このたび、日立のストレージシス

テムとIBMコーポレーション(以下、IBM)製次世代メインフレームとの基本機能から仮想化機能など含

めた拡張機能に至る互換性および相互接続性検証を IBM と共同で実施、完了しました。 

 

日立は、2005 年 5 月に日立ストレージシステムと IBM サーバー及びソフトウェアの相互接続性と

互換性の拡大を目的とした技術ライセンスの提供と共同検証の実施に関して IBM と合意をして以来、

2005 年 12 月、2006 年 8 月と共同で検証を行ってきました。 

 

今回、日立が 2007 年 5 月に発表した「Hitachi Universal Storage Platform V」、2007 年 9 月に発

表した「Hitachi Universal Storage Platform VM」と、IBM が 2008 年 2 月に発表した「IBM System z10 

Enterprise Class (z10 EC)」 「IBM System z9 Enterprise Class (z9 EC)」 「zSeries® 800/900/990 シ

ステム」の互換性および相互接続性を証明する共同検証を両社で実施、完了しました。 

これらにより、日立のエンタープライズクラスストレージシステムと IBM の次世代メインフレームとの

高信頼・高性能な相互接続性を実現します。IBM の次世代メインフレーム環境でミッションクリティカ

ルな業務を行っている、金融・通信・製造などあらゆる業種の顧客システム環境において、データ・マ

イグレーションやレプリケーションといったストレージサービスの提供が可能となります。 

今後も、日立のエンタープライズクラスストレージシステムは、IBM の次世代メインフレームと組み

合わせることで、顧客の要求に高性能性・高信頼性・高可用性をもってお応えします。 

 

今回の互換性および相互運用性の共同検証完了に関して IBM が発行した検証完了レター

(Letter of Qualification)を、以下のWeb サイトに掲載します。 

日立： http://www.hitachi.co.jp/products/it/storage-solutions/products/usp_v/usp_v.html 

IBM: http://www-03.ibm.com/systems/z/hardware/connectivity/products/ 

 

■製品ホームページ 

・Hitachi Storage Solutions ホームページ： 

 http://www.hitachi.co.jp/storage/ 

・IBM Systems z10 Enterprise Classサーバ ホームページ： 

  http://www-06.ibm.com/systems/jp/z/systemz10/ec/index2.shtml 

 



■他社登録商標等に関する表示 

・IBM、System z10 Enterprise Class (z10 EC)、System z9 Enterprise Class (z9 EC)、zSeries® 

800/900/990システム、System z Novell SUSE SLES 9/SLES 10、z/OS® V1.9、z/VM V5.3、z/VSE 

V4.1はIBM Corporationの商標もしくは登録商標です。 

・その他記載の会社名および製品名は、各社の商標もしくは登録商標です。 

 

■取り扱い事業部・照会先 

 株式会社 日立製作所 情報・通信グループ RAIDシステム事業部 事業企画本部 

【担当：田渕、真田】 

 〒250-0872 神奈川県小田原市中里322-2 

 電話：0465-49-1111(大代表) 内線5788、5760 

 



 

検証環境 

日立ストレージ 

システム 

Hitachi Universal Storage Platform V 

Hitachi Universal Storage Platform VM 

IBMメイン 

フレーム 

IBM System z10 Enterprise Class (z10 EC) at Driver 73G bundle 38 

IBM System z9 Enterprise Class (z9 EC) at D67L 

IBM eServer zシリーズ (z990/z900/z800) at D55K 

OS 

 

z/OS V1.9 

z/VM V5.3 

z/VSE V4.1 

Linux on System z ‒ Novell SUSE SLES9/SLES10 

 

 

 

 

 拡張機能 

 

 

・FCPにおけるN_Port ID仮想化(NPIV) 

・FICONにおけるModified Indirect Data Address Word (MIDAW)設備サポート 

・単一ダイレクタまたはスイッチ及びカスケード(単一hop)構成でのFICONとFCPトラフィックの混在 

接続 ESCON 

FICON 

FCP(SCSIデバイスとの通信) 

(*1)正式な検証完了レター、制限事項につきましては、本文に記述のURLをご参照下さい。 

 

以上 

■添付資料：検証環境 (*1) 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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